
住宅の場合では、自分にとっていつもの空間がmoving skinが移動することで、お住まいの表情
が変わっていく。それが、住む人の性格と反映され、都市に現れてくる。例えば、お隣さんと
一緒にバーベキューしたり、おはなしたりする空間をつくることが可能になる。

上部５mx５mの家 下部のスペース

エレベーターに機能を収納することで、西洋の
ライフスタイルLDKを見直し、日本の生活習慣
出し入れという文化を再現する。昔の日本は一
つの空間が出し入れすることで変化し専門的な
室を持たない。moving skinが立体的に移動する
ことで出し入れする多層の空間という新たな伝
統を生む。統を生む。

     現代。日本は道に沿って建物が並べられ人の居場所が追いやられてしまってい
る。しかし土地が少ないため、そういった場もつくることができないでいる。そ
のため立体的に建物がつくられている。それをつなぐのは他でもないエレベータ
ーである。
従来のエレベーターは移動のみの機能で閉鎖感があり空間とのつながりを持って
いない。エレベーターが空間構成の一つとなることはできないだろうか。
そこで私たちはmoving skinシステムを考え始めた。そこで私たちはmoving skinシステムを考え始めた。

１ 壁が上がる
　地上に風、視線が抜け
　地域住民憩いの場や子
　供の遊び場となり、鮮
　やかなライフスタイル
　を生み出す。　　

2 壁が下がる
　地上の空間がプライベート
　二階部分がオープンな空間
　となる。
　下がったmoving skinの　
　上部がテラスとなる。

3 壁が上下する
　機能ごとに分節し、動く
　ことで多様な光と風、視
　線が操作できる。
　自分の好きな空間が選択
　できる。

moving skin は一人一人が活躍できる都市の革命である。
住宅だけでなく普遍的に機能するシステムである。住宅以外、交通、商業施設、
営業施設なども、利用でき,　moving skin が普及していくことで動く空間が都市
に広がりやがて動く都市が出来上がる
そこでは人々が移動し、多様な都市環境と人間関係を生み出していく。

THE MOVING SKIN
A BETTER LIFESTYLE, IN A BETTER WORLD








